
ITC資格認定用ケース研修のご紹介

開催場所
・当NPOの人形町オフィス
・１チーム4人/２チーム

(先着8名)

オフサイトミーティング
も充実しています

経営者
IT経営推進

・気付き

･変革

インストラクター

ロールプレイによる

提案・レビュー 戦略提案支援ガイド

・ケース研修・事例研究に

よるPGLなどの技法検証

・講義・グループ討議の

支援・ガイド・レビュー

・実践的な補足資料に

よる解説

(関連技法、事例紹介、

先進技術トピックス等)

双方向な研修運営

受講生による
グループ討議

事前学習 ケース研修実施 事後学習

・e ラーニングによる

PGLの理解

・効率よい課題検討の進め方

・各受講生ニーズに合った

支援サービス

・補足説明資料による内容充実

・フォローアップ研修

・修了生による情報交換会

・当組織における ITC現場体験

情報交換

各受講生

各受講生

★勝部 武樹
★小野瀬 由一
★佐藤 雅英
★長棟 隆
★矢野 一男

経営者のIT経営を
支援する
ITCを目指して
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受講者ニーズに対応したケース研修の提供

企業内ITCを目指す方へ 独立系ITCを目指す方へ

受講対象者
・企業内ITC：営業担当、技術者、管理者

・ITCに関する必要スキルを身に付けたい方

・個人事業又は専門家としてIT経営支援に携わる方

・企業退職後の独立の為ITC資格取得を目指す方

ケース研修の狙い

・ITC資格取得に必要なスキルを効果的に身に
付ける

・PGLからケース研修および受験対策までの一貫
した研修を提供する

・単なる資料説明による知識習得だけでなく、実践的な
ITC関連スキルを高める

・ITCとしての事業を始める上で、経験に基づく助言を
行う

ケース研修の

進め方のポイント

・事前のEラーニングと講習会の説明、グループ
討議を効果的に組み合わせて理解を深めること
ができる

・受講生のスキルレベルに合わせた細やかな支援・
ガイドを提供する

・一般的かつ概念的なテキストだけでなく、実践的な技法
のグループ討議や事例紹介を通じて、自分で考えること
ができる

・受講生の気づきを高めるために、管理ポイントや適切な
助言・指摘事項を提供する

受講生のメリット

・全体的な流れや各セッションでの理解すべき
ポイントが明確に理解できる

・PGL・テキストおよび演習討議に合わせて進める
ので、試験対策に有効である

・東京ITC独自資料や事例説明、適切なアドバ
イスにより、実践的理解が深まる

・経験豊富な講師によるIT経営コンサルタントの効果的
な指摘やアドバイスで、ITC現場に役立つ情報やノウ
ハウを多く得られる

・東京ITCの事例紹介により、実践的理解が得られる

・ケース研修後の当組織メンバー登録によるノウハウの
深堀りやビジネス参加が可能となる

共通的な特長

・少人数研修(最大８名)による受講生との密なコミュニケーションを重視した助言を行なう

・利便性・交通に便利な研修場所

・研修中および研修後のフォローアップが充実している

・アットフォームな雰囲気、快適な環境

・懇親会による充実した情報交換会
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“受講生のつぶやき”

経営者、顧客視点のアプローチ

＊経営者、顧客視点は身にしみたです。

＊経営者とのGAPをどう理解してもらうかの
ノウハウが重要と感じた。

＊論点、注意点が明快でした、どうしたら
社長にコミットしてもらえるか? 
のヒントがあり良かった。

＊経営者視点の分析、報告が欠如している
ことを実感した。

効果的な研修運営

＊時間がタイトな研修を上手く進められて
いると思います。

＊教育・説明の工夫を加えながら、実施され
ている点がよかったと思います。

＊前提知識不足を痛感しています。
メンバーのサポート、講師の助言は大変
勉強になりました。

＊研修項目のボリューム的に適切で
チームディスカッションの運営も有益に
行なわれたと思います。

丁寧な説明、補足資料および的確な指摘ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

＊資料を読むだけでは理解できない箇所を丁寧に教えていただいた。

＊「今日の研修の流れ」やBSC事例などの色々な追加資料および
実業務上の話しがとても役立った。

＊適切な指摘やコメントを頂き、議論の進め方のヒントになりました。

＊非常に効果的なコメントおよびアドバイスを頂き、回数を重ねる
ごとにアウトプットの質が上がっているように感じます。

その他 主なコメント

＊ITCがどのような視点で行動すべきかが 徐々に理解できる
ようになりました。

＊今までと異なるスタイルの講義でしたが、アリだと思いました。
(テキスト説明およびグループ討議の進め方について一部変更)

＊ユーザ側の作業量、内容について、目線が広がりました。

＊意見をまとめることおよび自分の意見を理解してもらうことの難しさを
実感した。

＊経営領域とIT領域のもやもや感が解消して、割り切った考えが
できるようになりました。
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